
第１回 富田林市支援対策本部会議（令和6年能登半島地震） 

 

日時 令和6年1月4日（木）10時～ 

場所 富田林市役所３階 庁議室 

案件 

１．富田林市支援対策本部について 

  ・被災した市町村の住民及び当該市町村から本市に避難した住民に対する人的及び物的

において総合的な支援を的確かつ円滑に行うことを目的として、令和6年1月4日

（木）午前、市長を本部長とする「富田林市支援対策本部」を立ち上げた。 

 

２．令和6年能登半島地震の状況 

 （１）地震の概要 

 ・令和６年１月1日 午後4時6分頃、石川県志賀町（震度５強、マグニチュード5.7） 

・令和６年１月1日 午後4時10分頃、石川県志賀町（震度７、マグニチュード7.6） 

※その後も、石川県能登地方に強い地震（震度３～5強程度）が断続的に発生。 

  ・大阪府では震度４を観測（富田林市＝震度３） 

 （２）被害状況 

  ・石川県を中心に、能登地方において、甚大な被害が生じている。 

  ・大阪府、富田林市において、人的・物的被害は確認されていない。 

 

３．現在の支援状況 

  （消防本部） 

  ・１月１日、16:30 消火隊１隊（隊員４人）を被災地に派遣。 

・１月２日、1:00  中ブロックで後方支援隊〔総数６人（うち本市職員１人）〕を 

結成し、河内長野市消防本部の搬送車で被災地に派遣。 

  ・今後、2次派遣に向けての調整を行う。 

 （上下水道部） 

  ・日本水道協会、日本下水道協会の要請により、府内各ブロック単位で支援を行うこと

としており、近隣市町村と連携し、迅速な対応を進める。 

 

５．各所属における支援要請等の状況 

  （増進型地域福祉課） 

  ・公共施設（１９か所）への募金箱設置、及び街頭募金実施の準備を進めている。 

  ・街頭募金は、「はたちの集い（1/8）」の他、市内の商業施設（エコール・ロゼ等）

で実施予定。 



 

６．今後の対応 

（１）石川県輪島市への支援について 

・被害が甚大で、避難者が特に多い、石川県輪島市に対し、緊急のプッシュ支援とし

て、物資の支援を行う。 

・輪島市は、本市富田林寺内町と同じく、伝統的建造物保存地区（輪島市黒島地区）を

有することから支援を行う。 

（２）支援物資について 

・今後、大阪府を通じた要請や、被災地のニーズに応じて、受入方針・物品を定める。 

・受入体制が整った段階で、市ウェブサイトで周知する。 

（３）義援金について  

・公共施設（１９か所）への募金箱設置、及び街頭募金実施の対応を進める。 

上記以外の義援金受付については、別途調整する。 

※1/4、14時時点、増進型地域福祉課で仮領収書発行可。 

（４）人的支援について 

・今後、応急危険度判定、罹災証明発行の業務、避難所における保健師の派遣等の支援

要請が考えられ、各部局で準備を進める。 

 （５）ボランティアについて 

・受入体制が整った段階で、市ウェブサイトで周知する。 

・全体的な調整は、社会福祉協議会に依頼する。 

 

７．その他 

  ・支援対策本部設置、募金箱の設置他、本市の対応について、市ウェブサイト等で情報

発信を行います。 

 

 

 

以上 

 


